
越
前
坂
井
市
の
石
造
多
層
塔

古

I
 
I
 

E
E
E
J
 

登

一
圃
は
じ
め
に

越
前
地
方
に
お
い
て
、
石
造
多
層
塔
は
鎌
倉
時
代

中
期
に
現
れ
、
後
期
後
半
か
ら
末
に
か
け
て
爆
発
的

に
造
営
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
南
北
朝
以
後
そ
の
造
営

は
減
少
し
、
江
戸
時
代
前
期
に
一
時
的
に
造
営
が
盛

ん
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

古
川
は
、
村
上
雅
紀
氏
と
共
同
で
「
越
前
地
方
に

お
け
る
石
造
多
層
塔
の
研
究
」
と
い
う
小
論
を
纏
め

た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、
越
前
地
方
に
お
け

る
石
造
多
層
塔
を
総
論
的
に
検
討
し
た
も
の
で
、

個
々
の
石
造
多
層
塔
を
報
告
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
論
文
が
片
山

鳥
越
墳
墓
群
・
方
山
真
光
寺
跡
塔
祉
と
い
う
遺
跡
の

発
掘
調
査
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た

め

一
部
の
研
究
者
の
目
に
し
か
と
ま
ら
な
い
と
い

う
批
判
も
あ
っ
た
。

11 

小
稿
は
、
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
坂
井
市
で
調

査
し
た
石
造
多
層
塔
の
事
実
報
告
を
中
心
に
行
う
こ

古
川

越
前
坂
井
市
の
石
造
多
層
塔

と
と
し
た
い
。

ニ
.
若
干
の
用
語
に
つ
い
て

本
論
に
入
る
に
先
立
っ
て
、
若
干
の
用
語
に
つ
い

て
解
説
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

「
石
造
塔
」
石
造
塔
と
は
、
多
層
塔
や
五
輪
塔
だ

け
で
な
く
、
板
碑
他
を
含
む
概
念
と
し
て
用
い
る
。

「
塔
身
装
飾
」
塔
身
装
飾
は
、
基
本
的
に
は
搭
身

に
刻
ま
れ
た
装
飾
を
言
い
、
月
輪
・
蓮
華
座
・
党
字

・
仏
像
な
ど
の
紋
様
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
加
え

て
、
こ
の
塔
身
装
飾
は
多
層
塔
や
宝
崖
印
塔
の
塔

身
、
五
輪
塔
水
輸
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
塔
身
部
の
み
に

施
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
宝
陸
印
塔
の
隅
飾
、
五

輪
塔
地
・
火
・
空
風

輪
、
板
碑
他
に
も
み

ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
に
お

い
て
、
石
造
塔
を
仏

教
的
に
意
味
付
け
る

装
飾
と
い
う
概
念
と

し
て
の
「
塔
身
装

飾
」
を
定
義
す
る
。

党
字
・
月
輪
・
蓮

華
座
の
組
み
合
わ
せ
ば
塔
身
装
飾
の
一
例
で
あ
り
、

蓮
華
座
上
に
配
さ
れ
た
陽
刻
の
圏
線
式
月
輪
の
周
囲

に
小
花
弁
を
配
す
る
越
前
式
荘
厳
・
越
前
式
装
飾
、

あ
る
い
は
越
前
式
文
様
と
過
去
に
呼
ば
れ
た
装
飾

は
、
こ
の
こ
と
に
お
い
て
越
前
式
塔
身
装
飾
と
呼
ぶ

こ
と
と
な
る
。

「
蓮
華
紋
」
蓮
華
文
は
、
平
面
・
立
体
を
問
わ
ず

瓦
当
の
蓮
華
紋
の
呼
称
を
参
考
と
し
、
以
下
の
よ
う

に
用
い
る
。
連
弁
が
上
方
を
向
い
て
い
る
も
の
を
請

花
、
下
方
を
向
い
て
い
る
も
の
を
反
花
と
呼
称
す

る
。
そ
し
て
、
連
弁
の
単
位
が
一
弁
の
も
の
を
単
弁
、

二
弁
の
も
の
を
複
弁
と
呼
ぴ
、
蓮
弁
聞
の
小
弁
を
問

弁
と
呼
称
す
る
が
、
問
弁
を
欠
く
も
の
も
あ
る
。

石造多層塔各部の名称

初層軸
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次
い
で
、
弁
上
に
子
葉
な
い
し
小
形
の
弁
を
重
ね

る
も
の
を
重
弁
と
呼
称
し
、
そ
れ
を
欠
く
も
の
を
素

弁
と
呼
称
す
る
。
し
た
が
っ
て
重
弁
単
弁
、
素
弁
単

弁
と
呼
称
す
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
連
弁
の
周
囲

を
輪
郭
線
で
画
し
て
縁
取
り
を
し
た
も
の
は
重
弁
の

影
響
下
に
成
立
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
子
葉
を

持
つ
重
弁
に
後
出
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
重
弁

に
含
め
ず
過
去
に
分
類
し
た
ま
ま
に
加
飾
請
花
と
し

て
お
き
た
い
。

「
鷲
字
」
党
字
は
言
を
要
す
る
ま
で
も
な
く
文
字

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
塔
身
装
飾
を
構
成
す
る
一
要

素
H
紋
様
と
認
識
す
る
。
ま
ず
、
装
飾
性
の
全
く
な

い
通
常
の
党
字
を
「
普
通
党
字
」
と
呼
ぴ
、
党
字
の

13 

月輪

焚字

誼
和

4
畳
一
主
再

蓮一日ロリ

古
川

越
前
坂
井
市
の
石
造
多
層
塔

字
画
の
周
囲
に
線
を
め
ぐ
ら
せ
て
輪
郭
を
際
立
た
せ

た
党
字
を
「
加
飾
党
字
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
多

層
塔
各
部
位
の
呼
称
、
塔
身
装
飾
各
部
位
の
呼
称
は

図
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
紀
年
銘
を
欠
く
石
造
多
層
塔
に
つ
い
て
は

塔
身
装
飾
の
党
字
の
字
画
の
型
式
変
化
を
基
に
し
た

党
字
編
年
、
古
川
・
村
上
二

O
O
四
「
越
前
地
方
に

お
け
る
石
造
多
層
塔
の
研
究
」

W
紋
様
に
よ
る
編
年

一
回

0
1
一
五
二
項
に
よ
っ
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を

断
っ
て
お
く
。

塔身装飾各部の名称

三
.
坂
井
市
の
石
造
多
層
塔

敦
賀
を
除
く
越
前
地
方
に
お
け
る
石
造
多
層
塔
は

残
欠
を
含
め
て
約
八
七
基
あ
り
、
坂
井
市
に
は
そ
の

う
ち
一
一
一
一
一
基
が
分
布
し
て
い
る
。
筆
者
は
二

O
O
三

年
の
九
月
か
ら
二

O
O
四
年
の
一
月
に
か
け
て
管
理

者
の
承
諾
を
得
た
上
で
越
前
地
方
に
存
在
す
る
石
造

多
層
塔
二
一
O
基
他
の
実
測
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の

中
で
坂
井
市
に
お
い
て
調
査
を
実
施
し
た
石
造
多
層

塔
は
丸
岡
町
の
上
金
屋
八
幡
神
社
塔
・
称
念
寺
塔
、

坂
井
町
の
清
永
白
山
神
社
塔
、
春
江
町
の
針
原
八
幡

神
社
塔
・
中
庄
神
明
神
社
塔
・
信
社
王
神
社
塔
、
三

国
町
の
慶
法
寺
塔
・
妙
海
寺
塔
の
八
基
で
あ
る
。
以

下
、
坂
井
市
の
主
要
石
造
多
層
塔
八
基
に
つ
い
て
報

告
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

上
金
屋
八
幡
神
社
塔
(
坂
井
市
丸
岡
町
上
金
屋
)

上
金
屋
八
幡
神
社
塔
は
、
上
金
屋
の
八
幡
神
社
本

殿
の
右
脇
に
所
在
す
る
。
石
材
は
緑
色
凝
灰
岩
で
、

い
わ
ゆ
る
坊
谷
石
で
あ
る
。
石
質
は
綴
密
で
、
良
質

で
あ
る
。

現
在
は
基
礎
と
塔
身
が
残
存
す
る
だ
け
で
屋
根
材

・
相
輪
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
が
、
上
田
三
平
氏
の

四「
主
要
金
石
年
表
」
に
「
大
永
三
年
十
二
月
二
日
・

多
重
石
塔
・
坂
井
郡
鳴
鹿
村
金
屋
八
幡
宮
」
と
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
多
層
塔
と
み
て
よ
い
。

問
題
は
、
越
前
地
方
の
中
世
石
造
多
層
塔
の
大
半

を
占
め
る
越
前
式
石
造
多
層
塔
の
基
礎
に
宝
匿
印
塔

の
基
礎
に
共
通
す
る
段
形
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、

こ
の
た
め
屋
根
材
を
欠
く
と
宝
匿
印
塔
で
あ
る
の
か

多
層
塔
で
あ
る
の
か
を
判
別
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ

と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
こ
と
に
お
い
て
本
塔
を

多
層
塔
と
特
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
批
判

も
あ
り
得
る
。
そ
れ
は
正
論
で
は
あ
る
が
、
段
形
を

持
つ
基
礎
だ
け
が
遺
存
し
た
場
合
、
宝
陸
印
塔
と
み

な
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
を
失
念
し
た
見

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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解
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
失
念
す
る
こ
と
が
な
け
れ

ば
、
上
田
氏
が
本
塔
を
実
見
し
た
際
に
は
多
層
塔
と

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
姿
を
と
ど
め
て
い
た
こ
と

を
指
摘
す
る
こ
と
は
出
来
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
多

層
塔
で
は
な
い
と
批
判
す
る
む
き
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
上
田
氏
が
宝
箆
印
塔
と
書
き
記
さ
な
か
っ
た
理

由
、
こ
れ
を
ま
ず
証
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

基
礎
は
無
紋
で
、
宝
陸
印
塔
に
共
通
す
る
こ
段
の

段
形
を
有
す
る
。
正
面
の
幅
0
.

五
八
五
米
、
高
さ

石造多層塔の分布

0
.
二
六
O
米
を
測
る
。

塔
身
は
、
正
面
の
幅
と
高
さ
と
も
0
.

三
六
五
米

を
測
り
、
柄
を
加
え
た
高
さ
0
.
三
九
O
米
を
測
る
。

柄
は
円
形
で
直
形
0
.
一
二
五
米
・
高
さ
0
.
「

O
四

米
を
測
る
。

塔
身
装
飾
は
、
越
前
式
塔
身
装
飾
に
よ
る
阿
弥
陀

三
尊
で
あ
る
。
正
面
に
は
阿
弥
陀
如
来
を
表
す
党
字

キ
リ
l
ク
、
右
面
に
は
聖
観
世
音
菩
薩
を
表
す
究
字

サ
、
左
面
に
は
勢
至
菩
薩
を
表
す
党
字
サ
ク
が
彫
ら

れ
て
い
る
。
正
面
は
素
弁
単
弁
の
二
段
形
請
花
の
蓮

華
座
上
に
置
か
れ
た
小
花
弁
を
配
し
た
陽
刻
の
圏
線

式
月
輪
内
に
党
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
小
花
弁
は
、

請
花
と
接
す
る
部
分
に
は
配
さ
れ
て
い
な
い
。
右
面

と
左
面
は
、
素
弁
単
弁
反
花
の
蓮
華
座
上
に
置
か
れ

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



た
陽
刻
の
圏
線
式
月
輪
の
周
囲
に
小
花
弁
を
配
し
た

月
輪
内
に
党
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
小
花
弁
は
月
輪

の
周
囲
を
全
周
す
る
。

塔
身
の
背
面
中
央
に
縦
に
一
行
、
口
永
三
年
十
二

月
二
日
と
紀
年
銘
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

本
塔
の
製
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
塔
身
背
面
に
彫

ら
れ
た
紀
年
銘
か
ら
特
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
上

回

王

国
三
平
氏
・
コ
一
井
紀
生
氏
は
大
永
三
年
(
一
五
二

一
一
一
)
と
判
読
さ
れ
、
室
町
時
代
の
製
作
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
塔
身
装
飾
の
様
式
を
検
討

す
る
と
、
大
永
年
間
と
い
う
室
町
時
代
の
製
作
で
あ

る
と
い
う
銘
文
の
判
読
に
は
疑
念
を
抱
か
ざ
る
を
得

t
ミ

O

J
h
d
i
v
 

そ
こ
で
「
大
」
と
判
読
さ
れ
て
い
る
文
字
を
観
察

す
る
と
、
大
と
判
読
さ
れ
た
文
字
の
字
画
が

X
字
状

を
呈
し
て
不
自
然
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
大
で

あ
る
な
ら
ば
、
第
一
画
に
欠
損
部
が
な
い
の
に
第

コ
一
面
の
始
点
で
止
ま
っ
て
右
に
の
び
て
い
な
い
の

で
あ
る
。

15 

上金屋八幡神社塔

紀年銘

古
川

越
前
坂
井
市
の
石
造
多
層
塔

次
い
で
、
そ
の
文
字
を
さ
ら
に
観
察
す
る
と
文
字

の
上
部
が
欠
損
し
、
そ
の
欠
損
部
分
に
横
に
の
び
る

字
画
の
残
画
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

X

字
状
を
呈
す
る
二
画
か
ら
な
る
字
画
の
上
部
に
あ
る

の
で
、
そ
れ
が
冠
の
残
画
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る

こ
と
が
出
来
る
。

X
字
状
を
呈
す
る
脚
と
冠
か
ら
な

る
文
字
で
永
と
組
み
合
わ
さ
っ
て
二
文
字
か
ら
な
る

中
世
の
年
号
を
検
索
す
る
と
、
「
文
永
」
を
候
補
と

し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
改
め
て
そ
の
文
字
の
冠

の
残
画
を
観
察
す
る
と
、
そ
の
冠
が
水
平
で
ウ
冠
な

い
し
平
冠
、
あ
る
い
は
草
冠
の
よ
う
に
下
に
の
び
る

字
画
の
な
い
冠
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
鍋
蓋
と
み

て
誤
り
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
塔
の
紀
年
銘
の
最

上
部
の
丈
字
は
「
文
」
で
あ
り
、
そ
の
年
号
は
大
永

で
は
な
く
文
永
と
判
読
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
と

な
る
。次
い
で
、
塔
身
装
飾
の
様
式
は
大
永
コ
一
年
(
一
五

一
一
一
三
で
あ
れ
ば
天
文
十
口
年
銘
(
一
五
=
δ
年
代
)

の
福
井
市
城
戸
ノ
内
町
の
一
乗
谷
塔
、
永
禄
四
年
銘

(
一
五
六
こ
の
越
前
市
京
町
の
引
接
寺
塔
と
塔
身

装
飾
が
近
似
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ

の
=
一
者
の
塔
身
装
飾
を
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
様
式
が

近
似
し
な
い
こ
と
を
認
識
す
る
、
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

引接寺塔一乗谷塔

塔身装飾の比較

上金屋八幡神社塔
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な
お
大
永
と
い
う
判
読
に
な
お
拘
泥
す
る
む
き
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
文
永
十
一
年
(
一
二
七
回
)
銘
の
坂

井
市
春
江
町
井
向
白
山
神
社
板
碑
の
塔
身
装
飾
と
比

較
す
れ
ば
よ
い
。
一
乗
谷
塔
と
異
な
っ
て
、
そ
れ
が

近
似
す
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
と
な
る
。

さ
て
、
文
永
三
年
(
一
二
六
六
)
と
い
う
紀
年
銘

は
、
坂
井
市
春
江
町
井
向
白
山
神
社
板
碑
の
紀
年

銘
、
文
永
十
一
年
(
一
二
七
四
)
を
遡
っ
て
北
陸
地

方
で
最
も
古
い
紀
年
銘
を
持
つ
石
造
物
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

一
二
六
0
年
代
の
第

谷
石
製
石
造
塔
は
越
前
全
域
で
も
数
基
し
か
知
ら
れ

な
い
が
、
こ
の
段
階
は
第
谷
石
製
石
造
塔
に
お
け
る

塔
身
装
飾
の
様
式
が
完
成
し
、
こ
の
段
階
以
後
は
一

三一五
0
年
代
に
加
飾
請
花
が
現
れ
る
ま
で
模
倣
と
退

化
、
そ
の
形
式
化
が
進
行
し
て
い
る
。
上
金
屋
八
幡

神
社
塔
は
、
第
谷
石
製
石
造
塔
の
塔
身
装
飾
の
成

立
、
そ
の
様
式
論
的
研
究
の
鍵
と
な
る
資
料
で
あ

る
。
こ
の
意
味
で
、
坂
井
市
だ
け
で
な
く
、
北
陸
地

方
の
石
造
塔
の
成
立
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な

資
料
で
あ
る
と
言
え
る
。

な
お
、
個
人
的
な
見
解
で
は
あ
る
が
、
本
塔
の
塔

身
装
飾
は
坂
井
市
で
実
見
し
た
石
造
塔
の
中
で
最
も

優
美
で
、
そ
の
美
し
さ
に
は
溜
息
を
つ
か
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
石
造
塔

で
あ
り
な
が
ら
、
「
指
定
」
と
い
う
最
低
限
の
保
護

対
策
さ
え
も
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
問
題
を
感
じ

る
。
保
護
対
策
機
関
の
こ
れ
か
ら
の
「
文
化
財
保
護

行
政
」
を
注
視
し
た
い
。

称
念
寺
塔
(
坂
井
市
丸
岡
町
長
崎
)
、
坂
井
市
指
定

文
化
財
・
建
造
物
「
石
造
称
念
寺
七
重
塔
」
昭
五
六

年
七
月
二
目
指
定
。

称
念
寺
塔
は
、
延
元
三
(
一
一
二
三
人
)
年
七
月
二

日
に
燈
明
寺
畷
に
お
い
て
討
ち
死
に
し
た
新
田
義
貞

公
墓
所
(
福
井
県
指
定
史
跡
・
昭
和
三
四
年
九
月
一

目
指
定
)
の
あ
る
こ
と
で
著
名
な
長
林
山
称
念
寺
の

庫
裏
庭
園
に
所
在
す
る
。
石
材
は
緑
色
凝
灰
岩
で
、

い
わ
ゆ
る
第
谷
石
で
あ
る
。

本
塔
は
壇
上
積
基
壇
上
に
立
つ
多
層
塔
で
、
現
在

は
七
重
塔
で
あ
る
が
、
五
層
目
と
六
層
目
の
聞
に
低

減
率
の
異
状
が
認
め
ら
れ
、
こ
こ
に
一
つ
屋
根
材
が

入
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た
、
本
塔
後
背
の
築
山

中
に
基
壇
の
部
材
と
一
面
に
蓮
華
紋
を
有
す
る
屋
根

材
が
放
置
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
塔
の
本
来
の
姿
が

九
重
塔
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
測
図
は
、
失

わ
れ
た
六
層
目
を
除
い
て
復
元
的
に
図
示
し
て
い

る。
本
塔
は
、

一
九
四
八
年
六
月
二
八
日
の
午
後
四
時

一
三
分
二
九
秒
に
発
生
し
た
福
井
地
震
に
擢
災
し
て

倒
壊
し
、
震
災
の
後
数
年
を
要
し
て
再
建
す
る
こ
と

が
出
来
た
と
い
う
。
そ
の
再
建
に
際
し
て
、
破
損
し

た
本
来
の
六
層
目
を
除
去
し
、
さ
ら
に
層
数
を
調
整

す
る
た
め
に
本
来
の
九
層
目
を
除
去
し
て
七
重
塔
と

し
て
再
建
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
基
壇
も
こ
れ

と
同
じ
理
由
で
本
来
の
規
模
よ
り
小
さ
く
な
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
基
壇
か
ら
相
輪
ま
で
の
復
元
に
よ
る

残
存
高
一
二
.
五
三
米
を
測
る
。

基
壇
は
壇
上
積
基
壇
で
、
基
壇
上
に
は
葛
石
上
に

削
り
出
さ
れ
た
花
立
と
香
炉
が
あ
る
。
基
壇
の
現
在

の
規
模
は
、
地
覆
の
幅
で
一

.

0
八
米
・
束
石
の
幅

で一

.
0
一
米
・
葛
石
の
幅
で
一

.
0
六
米
・
基
壇
の

高
さ
0
.
六
九
米
を
測
る
。

基
礎
は
、
反
花
座
で
反
花
は
素
弁
複
弁
で
あ
る
。

基
礎
の
幅
0
.
七
六
米
、
高
さ
0
.
二
五
米
を
測
る
。

搭
身
は
、
幅
0
.
四
二
米
、
高
さ
0
.
四
三
米
を
測

る
。
塔
身
装
飾
は
舟
形
光
背
内
陽
刻
式
仏
座
像
で
、

阿
弥
陀
三
尊
を
表
し
て
い
る
。
三
尊
と
も
印
は
定
印

を
結
ん
で
お
り
、
形
式
化
し
た
像
容
と
な
っ
て
い

る
。
塔
身
正
面
の
右
側
に
右
体
不
二
任
一
房
位
、
左
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側
に
観
喜
院
殿
僧
阿
弥
陀
悌
。
塔
身
右
面
左
側
に
寛

永
十
六
己
卯
歳
/
十
月
上
八
天
白
。
左
面
右
側
に
逆

修
藤
原
朝
臣
戸
祭
兵
太
夫
宗
久
と
彫
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
正
面
の
阿
弥
陀
仏
の
弥
の
字
は
異
体
字
、
右

面
の
歳
の
字
は
略
字
で
あ
る
。

本
塔
の
各
部
材
に
は
角
の
面
取
り
調
整
が
施
さ
れ

る
。
屋
根
材
は
無
垂
木
無
反
形
で
、
上
層
の
軸
部
と

伴
に
作
り
出
さ
れ
た
一
体
形
で
貫
通
形
内
割
り
が
施

さ
れ
、
そ
の
下
部
に
は
下
の
層
の
軸
部
を
受
け
る
軸

受
孔
が
あ
る
。

な
お
、
本
来
の
九
層
目
の
屋
根
材
の
上
部
は
、
正

面
を
意
識
し
た
と
み
ら
れ
る
面
に
蓮
華
紋
を
施
し
て

い
る
こ
と
か
ら
相
輪
の
露
盤
と
み
る
こ
と
が
出
来

る
。
露
盤
以
外
の
相
輪
は
、
伏
鉢
1
宝
珠
が
一
体
で

作
り
出
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
伏
鉢
・
請
花

と
九
輪
、
九
輪
と
合
体
表
現
さ
れ
た
板
状
水
煙
の
下

端
部
が
残
存
し
、
宝
珠
・
竜
車
と
水
煙
の
大
半
は
折

損
し
て
失
わ
れ
て
い
る
。
伏
鉢
は
素
弁
複
弁
の
反

花
、
請
花
は
素
弁
単
弁
の
請
花
、
九
輪
は
線
彫
形
で

あ
る
。
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本
塔
の
製
作
時
期
は
、
塔
身
に
あ
る
紀
年
銘
の
と

お
り
、
江
戸
時
代
の
寛
永
十
六
年
(
一
六
三
九
)
の

製
作
と
み
て
様
式
的
に
誤
り
な
い
。

古
川

越
前
坂
井
市
の
石
造
多
層
塔

清
永
白
山
神
社
塔
(
坂
井
市
坂
井
町
清
永
)
、
坂
井

市
指
定
文
化
財
・
建
造
物
「
清
永
白
山
神
社
石
造
九

層
塔
」
平
成
一
九
年
四
月
二
六
目
指
定
。

清
永
白
山
神
社
塔
は
、
清
永
白
山
神
社
の
一
隅
に

所
在
す
る
。
塔
身
に
「
白
山
」
と
刻
ま
れ
、
そ
れ
が

白
山
神
社
境
内
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
、
当
初
の
造

立
位
置
を
大
き
く
動
い
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

本
塔
は
九
重
塔
で
、
後
補
と
み
ら
れ
る
基
壇
を
除

い
た
基
礎
か
ら
相
輪
ま
で
の
残
存
高
三
.
二
二
O
米

を
測
る
。
石
材
は
緑
色
凝
灰
岩
で
、
い
わ
ゆ
る
拐
谷

石
で
あ
る
。
基
壇
は
、
切
石
の
板
材
を
用
い
た
板
材

基
壇
で
あ
る
が
、
上
面
に
基
壇
と
か
か
わ
り
の
な
い

柄
穴
の
あ
る
こ
と
、
調
整
の
異
な
る
板
材
三
枚
を
組

み
合
わ
せ
て
用
い
て
い
る
こ
と
、
使
用
石
材
が
多
層

塔
本
体
と
や
や
異
な
る
こ
と
か
ら
後
補
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

基
礎
は
、
宝
箆
印
塔
に
共
通
す
る
こ
段
の
段
形
を

も
ち
、
幅
0
.
七
O
米
・
高
さ
0
.
二
人
米
を
測
る
。

塔
身
は
幅
0
.
四
三
米
・
高
さ
0
.
四
一
五
米
を
測

る
。
現
在
の
正
面
で
あ
る
西
面
に
軸
部
陽
刻
式
の
仏

坐
像
が
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
剥
落
が
著
し
く
如
来
坐

像
で
あ
る
こ
と
し
か
わ
か
ら
な
い
。
北
面
に
胎
蔵
界

大
日
如
来
を
表
す
党
字
の
ア
l
ン
ク
、
東
面
に
金
剛

界
大
日
如
来
を
表
す
党
字
の
パ

i
ン
ク
が
彫
ら
れ
て

い
る
。
南
面
の
右
端
に
天
文
十
八
年
八
月
、
中
央
に

大
き
く
白
山
と
彫
ら
れ
、
左
端
に
願
主
藤
秦
兵
衛
尉

と
彫
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
三
井
紀
生
氏
は
紀
年
名

七

を
天
文
六
年
(
一
五
三
七
)
と
判
読
さ
れ
て
い
る
が
、

文
字
の
大
き
さ
と
配
分
を
検
討
す
れ
ば
、
そ
れ
が
誤

読
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

九
層
の
屋
根
は
無
垂
木
無
反
形
で
、
上
層
の
軸
部

と
伴
に
作
り
出
さ
れ
た
一
体
形
で
あ
る
。
低
減
率
と

石
材
に
異
常
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
全
て
造

立
当
初
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

九
層
目
の
屋
根
材
の
上
部
は
相
輪
の
伏
鉢
の
径
と

合
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
九
層
目
の
屋
根
材
の
上

部
を
相
輪
の
露
盤
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
露
盤
以

外
の
相
輪
は
、
伏
鉢
1
宝
珠
が
一
体
で
作
り
出
さ
れ

て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
伏
鉢
・
請
一
花
・
九
輪
六
輸

が
残
存
し
、
宝
珠
・
竜
車
・
水
煙
は
折
損
し
て
失
わ

れ
て
い
る
。
伏
鉢
は
無
紋
、
請
花
は
素
弁
単
弁
の
請

花
、
九
輪
は
段
彫
形
で
あ
る
。
請
花
の
蓮
華
紋
は
、

問
弁
が
主
問
弁
と
副
問
弁
ニ
葉
の
コ
一
葉
か
ら
な
る
三

葉
問
弁
の
一
類
型
と
考
え
る
。

三
葉
問
弁
は
、
吉
田
郡
永
平
寺
町
志
比
磨
崖
仏
群

中
の
永
正
一
四
年
(
一
五
一
七
)
銘
地
蔵
菩
薩
坐
像
、
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福
井
市
片
山
新
光
寺
八
幡
神
社
の
天
文
二
年
(
一
五

三
コ
一
)
銘
石
灯
篭
、
丹
生
郡
越
前
町
小
倉
仙
性
寺
の

弘
治
三
年
(
一
五
五
七
)
銘
石
造
多
宝
塔
が
知
ら
れ
、

全
て
朝
倉
氏
治
下
の
紀
年
銘
を
持
つ
石
造
物
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
相
輪
も
造
立
当
初
の
も
の
が
遺

存
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

な
お
、
本
塔
の
各
部
材
に
は
角
の
面
取
り
調
整
が

認
め
ら
れ
、
石
造
多
層
塔
で
こ
の
調
整
が
認
め
ら
れ

る
も
の
と
し
て
最
も
古
い
例
で
あ
る
。

本
塔
の
現
在
の
正
面
は
如
来
坐
像
の
刻
ま
れ
た
西

面
で
注
連
縄
が
張
ら
れ
、
参
道
も
整
備
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
南
面
の
銘
文
が
一
六
世
紀
代
の
五
輪

塔
地
輪
の
正
面
と
同
様
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

の
面
を
正
面
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
銘
文
に
党
字

と
神
の
名
、
願
主
と
法
名
と
い
う
違
い
は
認
め
ら
れ

る
が
、
そ
れ
は
否
定
的
な
も
の
と
は
な
ら
な
い
。
ま

た
、
現
在
の
南
面
が
正
面
で
あ
れ
ば
、
清
永
白
山
神

社
の
本
殿
が
南
面
し
て
い
る
こ
と
と
も
一
致
す
る
。

正
面
が
南
面
す
る
の
は
、
白
山
神
が
本
地
垂
遮
説
に

よ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
白
山
神
に
捧
げ
ら
れ
た
石

造
多
層
塔
で
あ
る
か
ら
寺
院
建
築
と
同
様
に
南
面
さ

せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
正
面

が
南
面
す
る
理
由
が
寺
院
建
築
と
の
関
係
に
お
い
て

で
あ
る
な
ら
ば
、
正
面
が
南
以
外
に
向
く
可
能
性
は

考
慮
し
な
く
と
も
よ
い
。

次
い
で
西
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
如
来
坐
像
に
つ
い

て
は
、
正
面
が
先
述
し
た
銘
文
を
持
つ
南
面
で
、
こ

の
面
が
南
以
外
を
向
く
こ
と
を
考
え
な
く
と
も
よ
い

な
ら
、
西
面
す
る
知
来
坐
像
は
西
面
す
る
こ
と
か
ら

阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
を

指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

本
塔
の
製
作
時
期
は
、
塔
身
に
あ
る
紀
年
名
か
ら

朝
倉
氏
治
下
の
天
文
一
八
年
(
一
五
二
三
)
の
製
作

と
み
て
誤
り
な
い
。

信
社
王
神
社
塔
(
坂
井
市
春
江
町
下
小
森
)
、
坂

井
市
指
定
文
化
財
・
建
造
物
「
石
造
六
重
層
塔
」
平

成
六
年
一

O
月
一
二
目
指
定
。

信
社
王
神
社
塔
は
、
信
社
王
神
社
の
一
隅
に
所
在

し
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
の
石
造
多
層
塔
と
し
て
、
基

壇
か
ら
相
輪
ま
で
遺
存
す
る
希
有
な
例
で
あ
る
。
現

在
の
姿
は
六
層
の
塔
で
、
現
在
の
高
さ
二
、
二
四
米

を
測
る
。
石
材
は
緑
色
凝
灰
岩
で
、
い
わ
ゆ
る
第
谷

石
で
あ
る
。

基
壇
は
切
石
の
板
材
基
壇
で
、
幅
0
.

六
六
米
、

一
O
米
を
測
る
。
基
礎
は
、
宝
陸
印
塔
に

高
さ
0
.

共
通
す
る
こ
段
の
段
形
を
も
ち
、
幅
0
.

五
三
米
、

高
さ
0
.
二
人
米
を
測
る
。
塔
身
は
幅
0
.
三
三
米
・

高
さ
0
.
二
一
一
一
一
米
を
測
る
。

塔
身
装
飾
は
、
越
前
式
塔
身
装
飾
で
阿
弥
陀
三
尊

を
表
す
党
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
正
面
に
は
阿
弥
陀

如
来
を
表
す
究
字
キ
リ
l
ク
、
右
面
に
は
聖
観
世
音

菩
薩
を
表
す
党
字
サ
、
左
面
に
は
勢
至
菩
薩
を
表
す

党
字
サ
ク
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
塔
身
装
飾
は
、
素
弁

単
弁
の
二
段
形
請
花
の
蓮
華
座
上
に
置
か
れ
た
小
花

弁
を
配
し
た
陽
刻
の
圏
線
式
月
輪
内
に
党
字
が
彫
ら

れ
て
い
る
。
小
花
弁
は
、
請
花
と
接
す
る
部
分
に
は

配
さ
れ
て
い
な
い
。

屋
根
材
は
無
垂
木
有
反
形
で
、
上
層
の
軸
部
と
伴

に
作
り
出
さ
れ
た
一
体
形
で
あ
る
。
現
在
の
一
一
一
層
目

と
四
層
目
、
困
層
目
と
五
層
目
、
五
層
目
と
六
層
日

の
聞
に
低
減
率
の
異
状
が
認
め
ら
れ
、
こ
こ
に
そ
れ

ぞ
れ
屋
根
材
各
一
層
の
入
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
本
塔
の
本
来
の
姿
は
九
重
塔
で
あ

っ
た
と
み
て
よ
い
。

相
輪
の
露
盤
は
通
常
は
最
上
層
の
屋
根
材
上
に
作

り
出
さ
れ
て
い
る
が
、
本
塔
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。

露
盤
以
外
の
相
輪
は
、
伏
鉢
i
宝
珠
が
一
体
で
作
り

出
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
伏
鉢
・
請
花
と
九
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輸
が
九
輪
残
存
し
、
宝
珠
・
竜
車
・
水
煙
は
折
損
し

て
失
わ
れ
て
い
る
。
伏
鉢
は
無
紋
、
請
花
は
素
弁
単

弁
の
請
花
、
九
輪
は
線
彫
形
で
あ
る
。
な
お
、
残
存

す
る
九
輪
に
水
煙
の
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
よ
っ

て
、
水
煙
が
九
輪
と
合
体
表
現
さ
れ
た
も
の
で
な
い

こ
と
、
す
な
わ
ち
個
別
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

本
塔
の
製
作
時
期
は
党
字
編
年
の

E
形
式
2
段
階

後
半
期
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
一
二
九
0

年
代
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
う
る
。

針
原
八
幡
神
社
塔
(
坂
井
市
春
江
町
針
原
)
、
坂
井

市
指
定
文
化
財
・
建
造
物
「
石
造
六
重
層
塔
」
平
成

六
年
一

O
月
一
一
一
目
指
定
。

針
原
八
幡
神
社
塔
は
、
針
原
八
幡
神
社
の
一
隅
に

所
在
す
る
。
現
在
の
姿
は
六
層
の
塔
で
あ
る
が
、
六

層
目
に
は
五
輪
塔
の
火
輪
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
六

層
目
の
火
輪
を
除
い
た
現
在
の
高
さ
は
一
.
八
六
米

を
測
る
。
石
材
は
緑
色
凝
灰
岩
で
、
い
わ
ゆ
る
拐
谷

石
で
あ
る
。

基
礎
は
、
宝
陸
印
塔
に
共
通
す
る
二
段
の
段
形
を

も
ち
、
幅
0
.

六
七
米
を
測
る
。
高
さ
は
基
礎
の
下
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部
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
て
い
る
た
め
そ
の

古
川

越
前
坂
井
市
の
石
造
多
層
塔

全
高
を
計
測
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
現
況
で
の

高
さ

0
.
=
δ
米
を
測
る
。
塔
身
は
幅

0.
四
一
米
・

高
さ
0
.
四
一
米
を
測
る
。

塔
身
装
飾
は
四
方
仏
で
、
仏
座
像
と
越
前
式
塔
身

装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
正
面
で
あ
る
西
面

に
舟
形
光
背
内
陽
刻
式
の
仏
坐
像
が
刻
ま
れ
、
右
面

に
は
聖
観
世
音
菩
薩
を
表
す
党
字
サ
、
左
面
に
は
勢

至
菩
薩
を
表
す
党
字
サ
ク
、
背
面
に
は
金
剛
界
大
日

如
来
を
表
す
党
字
の
パ
ン
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

越
前
式
塔
身
装
飾
は
、
素
弁
単
弁
請
花
の
蓮
華
座

上
に
置
か
れ
た
陽
刻
の
圏
線
式
月
輪
の
周
囲
に
小
花

弁
を
配
し
た
月
輪
内
に
党
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
小

花
弁
は
、
請
花
と
接
す
る
部
分
に
は
配
さ
れ
て
い
な

、ν
本
塔
の
四
方
仏
は
党
字
、
だ
け
で
も
サ
・
サ
ク
・
パ

ン
と
い
う
通
常
の
四
方
仏
と
は
異
な
っ
た
変
則
的
な

も
の
で
あ
る
。
仏
坐
像
に
つ
い
て
は
か
ろ
う
じ
て
観

察
さ
れ
る
印
の
形
が
定
印
で
あ
る
こ
と
と
、
右
面
の

党
字
が
サ
で
左
面
の
党
字
が
サ
ク
で
あ
る
こ
と
か
ら

阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
る
。
そ
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
な
ら
、
こ
の
四
方
仏
は
阿
弥
陀
三
尊

に
金
剛
界
大
日
知
来
を
加
え
た
こ
と
で
成
立
し
た
四

方
仏
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
阿
弥
陀
如
来
側
か
ら

み
れ
ば
阿
弥
陀
三
尊
、
大
日
如
来
側
か
ら
み
れ
ば
金

剛
界
大
日
如
来
コ
一
尊
と
な
る
変
則
的
な
も
の
で
あ
っ

た
可
能
性
も
考
え
う
る
か
も
し
れ
な
い
。

屋
根
材
は
有
垂
木
無
反
形
で
、
上
層
の
軸
部
と
伴

に
作
り
出
さ
れ
た
一
体
形
で
あ
る
。
初
層
の
屋
根
材

と
二
層
目
の
屋
根
材
の
棟
は
面
取
り
が
施
さ
れ
た
平

棟
と
な
っ
て
い
る
。
二
層
目
と
三
層
目
の
聞
に
低
減

率
の
異
状
が
認
め
ら
れ
、
こ
こ
に
屋
根
材
一
層
が
入

る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
い
で
四
層
目
と
五
層
目
の
聞

に
は
大
き
な
低
減
率
の
異
状
が
認
め
ら
れ
、
こ
こ
に

は
こ
な
い
し
三
層
の
屋
根
材
が
入
る
と
考
え
ら
れ

る
。
現
在
の
五
層
目
の
上
面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ

っ
て
火
輪
が
接
合
さ
れ
て
い
る
た
め
確
認
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
が
相
輸
を
受
け
る
柄
孔
が
確
認
さ
れ
な

け
れ
ば
、
こ
の
上
に
柄
孔
を
持
つ
屋
根
材
が
存
在
し

た
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
確
定
に
は
い

た
ら
な
い
が
本
塔
の
当
初
の
姿
は
九
重
塔
で
あ
っ
た

可
能
性
が
高
い
。
相
輪
に
つ
い
て
は
失
わ
れ
、
破
片

さ
え
残
っ
て
い
な
い
。

本
塔
の
製
作
時
期
は
党
字
編
年
の

E
形
式
1
段
階

後
半
期
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
一
二
七
0

年
代
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
う
る
。
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若
越
郷
土
研
究

五
十
二
巻
二
号

中
圧
神
明
神
社
塔
(
坂
井
市
春
江
町
中
庄
)
、
坂
井

市
指
定
文
化
財
・
有
形
民
俗
「
十
三
重
石
塔
」
平
成

一
八
年
三
月
三
目
指
定
。

中
庄
神
明
神
社
塔
は
、
現
在
は
中
庄
神
明
神
社
の

一
隅
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
過
去
の
河
川
工
事
に
よ

っ
て
近
傍
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
本

塔
は
基
礎
・
塔
身
・
屋
根
材
二
層
が
残
存
す
る
に
す
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ぎ
な
い
の
に
、
不
思
議
な
こ
と
に
十
三
重
石
塔
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
指
定
が
建
造
物

で
は
な
く
有
形
民
俗
と
い
う
民
俗
資
料
と
し
て
の
指

定
で
あ
る
こ
と
に
、
十
三
重
石
塔
と
し
て
の
指
定
が

伝
承
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

基
礎
・
塔
身
・
屋
根
材
二
層
か
ら
な
る
現
在
の
高

さ
は
一
.
一
八
米
を
測
る
。
石
材
は
緑
色
凝
灰
岩
で
、

い
わ
ゆ
る
拐
谷
石
で
あ
る
。
石
質
は
綴
密
で
、
良
質

で
あ
る
。

基
礎
は
、
通
常
の
越
前
式
石
造
多
層
塔
の
よ
う
に

宝
陸
印
塔
と
共
通
す
る
こ
段
の
段
形
で
は
な
く
、
一

段
の
段
形
を
持
つ
変
則
的
な
基
礎
で
あ
り
、
本
塔
の

他
に
例
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
基
礎
の
幅
0
.

六
七

米
、
高
さ
0
.
二
八
米
を
測
る
。
塔
身
は
幅
0
.
四
九

米
・
高
さ
0
.
五
O
米
を
測
る
。

塔
身
装
飾
は
四
方
仏
で
、
仏
座
像
と
越
前
式
塔
身

装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
。
舟
形
光
背
内
仏
座
像
を
正

面
と
す
る
と
右
面
に
は
阿
閑
如
来
を
表
す
党
字
ウ
l

ン
、
左
面
に
は
阿
弥
陀
如
来
を
表
す
党
字
キ
リ
ー

ク
、
背
面
に
は
不
空
成
就
如
来
を
表
す
党
字
ア
ク
が

彫
ら
れ
て
い
る
。
越
前
式
塔
身
装
飾
は
、
素
弁
単
弁

の
二
段
形
請
花
の
蓮
華
座
上
に
置
か
れ
た
小
花
弁
を

配
し
た
陽
刻
の
圏
線
式
月
輪
内
に
党
字
が
彫
ら
れ
て

い
る
。
小
花
弁
は
、
請
花
と
接
す
る
部
分
に
は
配
さ

れ
て
い
な
い
。

舟
形
光
背
内
仏
座
像
は
花
瓶
に
一
茎
蓮
を
挿
し
た

も
の
が
仏
座
像
の
左
右
に
配
さ
れ
て
い
る
。
仏
座
像

は
党
字
の
配
置
が
右
面
ウ
l
ン
(
阿
閑
如
来
)
、
左
面

キ
リ
l
ク
(
阿
弥
陀
如
来
)
、
背
面
ア
ク
(
不
空
成
就

如
来
)
と
い
う
配
置
か
ら
金
剛
界
四
仏
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
の
で
、
タ
ラ
l
ク
(
宝
生
如
来
)
の
位
置

に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
印
は
定
印

で
あ
る
の
で
、
宝
生
如
来
と
す
る
こ
と
に
疑
念
の
生

じ
る
こ
と
は
止
め
る
術
が
な
い
。
し
か
し
、
金
剛
界

四
仏
で
キ
リ
l
ク
が
彫
ら
れ
て
い
る
以
上
、
こ
の
仏

座
像
を
阿
弥
陀
如
来
と
み
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
党
字
の
阿
弥
陀
如
来
と
仏
座
像
の
阿

弥
陀
如
来
か
ら
な
る
変
則
的
な
四
方
仏
と
み
る
理
解

も
あ
り
う
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
仏
座
像
の
他
は
金

剛
界
四
仏
で
あ
る
の
で
、
か
か
る
変
則
的
な
理
解
の

成
立
す
る
可
能
性
は
低
い
。
よ
っ
て
、
本
塔
の
仏
座

像
は
金
剛
界
四
仏
の
配
置
か
ら
、
タ
ラ
l
ク
(
宝
生

如
来
)
以
外
の
可
能
性
は
生
じ
な
い
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
四
方
仏
を
持
つ
石
造
塔
は
大
日
如
来

を
表
す
も
の
で
あ
る
の
で
、
四
方
仏
に
正
面
が
あ
る

こ
と
は
な
い
。
本
塔
の
場
合
、
仏
座
像
の
あ
る
面
が

正
面
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
が
、
四
面
を
観
察
す
る
と
、
ゥ

I
ン
の
面
が
他

の
面
に
較
べ
て
撃
痕
を
残
し
て
い
な
い
、
調
整
が
丁

寧
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の

こ
と
に
お
い
て
、
ゥ
l
ン
の
面
が
見
か
け
の
正
面
と

し
て
製
作
さ
れ
た
面
で
あ
っ
た
と
言
い
う
る
。

屋
根
材
は
、
無
垂
木
無
反
形
で
、
上
層
の
軸
部
と

伴
に
作
り
出
さ
れ
た
一
体
形
で
あ
る
。
屋
根
材
の
中

央
に
は
0
.

一
六
五
米
四
方
の
方
形
穿
孔
が
穿
た
れ

る
が
、
こ
の
穿
孔
は
穿
孔
内
面
が
丁
寧
に
研
磨
さ

れ
、
撃
な
ど
の
工
具
痕
を
残
さ
な
い
こ
と
か
ら
、
通

常
の
重
量
軽
減
の
た
め
の
内
朝
り
と
異
な
っ
て
い

る。
な
お
、
本
塔
は
十
三
重
石
塔
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
る
が
、
本
塔
が
十
三
重
塔
で
あ
っ
た
と
い
う
根
拠

は
全
く
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
残
存
す
る
こ
層
の
屋
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根
材
を
十
三
重
塔
の
根
拠
と
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
論
理
の
飛
躍
を
超
え
た
空
想
で
し
か
な
い
。

越
前
地
方
の
鎌
倉
時
代
の
石
造
多
層
塔
の
大
半
は

九
重
塔
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
信
杜
王
神
社
塔
、

針
原
八
幡
神
社
塔
、
慶
法
寺
塔
も
九
層
の
塔
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
室
町
時
代
の
清
永
白
山
神

社
塔
、
江
戸
時
代
の
称
念
寺
塔
も
九
重
塔
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
越
前
地
方
で
中
世
か
ら
近
世
に
か
け

て
九
重
塔
を
建
て
る
こ
と
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
を

う
か
が
え
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
加
え

て
、
越
前
地
方
で
中
世
の
十
三
重
塔
が
全
く
確
認
さ

れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
っ
て
は
、
本
塔
が
十
三
重
塔

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
云
々
す
る
こ
と
は
、
研
究
者

で
あ
れ
ば
慎
重
に
し
て
避
け
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

本
塔
の
製
作
時
期
は
、
党
字
編
年
の

E
形
式
2
段

階
後
半
期
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
一
一
一
九

0
年
代
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
う
る
。
そ
れ
よ

り
も
古
い
と
み
る
む
き
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
型

式
論
の
上
か
ら
は
問
題
以
前
で
あ
る
。
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慶
法
寺
塔
(
坂
井
市
三
国
町
新
保
)

慶
法
寺
塔
は
、
新
保
の
墓
地
の
一
隅
に
所
在
し
、

現
在
は
基
礎
よ
り
も
小
さ
な
台
石
上
に
載
せ
ら
れ
て

古
川

越
前
坂
井
市
の
石
造
多
層
塔

い
る
。
台
石
を
除
い
た
現
在
の
高
さ
は
二
。
二
三
米

を
測
る
。
石
材
は
縁
色
凝
灰
岩
で
、
い
わ
ゆ
る
筋
谷

石
で
あ
る
。

基
礎
は
、
宝
藍
印
塔
に
共
通
す
る
二
段
の
段
形
を

も
ち
、
幅
0
.
六
九
五
米
・
高
さ
0
.

二
七
米
を
測

る
。
な
お
、
基
礎
の
下
部
に
は
角
の
面
取
り
調
整
が

施
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
部
材
に
は
全
く
施
さ
れ
て

お
ら
ず
、
現
在
の
場
所
に
移
築
す
る
に
当
た
っ
て
、

基
礎
よ
り
も
小
さ
な
台
石
上
に
本
塔
を
載
せ
る
に
先

立
っ
て
施
さ
れ
た
調
整
と
考
え
ら
れ
る
。
塔
身
は
幅

0
.
五
O
米
・
高
さ
0
.
四
六
米
を
測
る
。

塔
身
装
飾
は
四
方
仏
で
、
仏
座
像
と
越
前
式
塔
身

装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
正
面
で
あ
る
北
面

に
舟
形
光
背
内
陽
刻
式
の
仏
坐
像
が
刻
ま
れ
、
右
面

に
宝
生
如
来
を
表
す
党
字
タ
ラ
l
ク
、
左
面
に
釈
迦

知
来
を
表
す
党
字
パ
ク
、
背
面
に
金
剛
界
大
日
如
来

を
表
す
党
字
パ
ン
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

越
前
式
塔
身
装
飾
は
、
素
弁
単
弁
の
二
段
形
請
花

の
蓮
華
座
上
に
置
か
れ
た
小
花
弁
を
配
し
た
陽
刻
の

圏
線
式
月
輪
内
に
党
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
小
花
弁

は
、
請
花
と
接
す
る
部
分
に
は
配
さ
れ
て
い
な
い
。

仏
座
像
は
、
党
字
の
配
置
が
右
面
に
タ
ラ
l
ク、

左
面
に
パ
ク
、
背
面
に
パ
ン
と
い
う
変
則
的
な
配
置

で
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
様
な
配
置
の
四
方
仏
は
福
井

市
岸
水
白
山
神
社
l
号
塔
身
の
正
面
キ
リ
l
ク
・
右

面
タ
ラ
l
ン
・
背
面
ア
が
あ
る
。
背
面
が
パ
ン
で
あ

る
の
か
ア
で
あ
る
の
か
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
こ

れ
を
参
考
と
す
れ
ば
タ
ラ
l
ク
と
パ
ク
と
の
聞
の
仏

座
像
が
キ
リ
l
ク
こ
と
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
こ
と
を

う
か
が
う
こ
と
は
来
る
。

屋
根
は
無
垂
木
有
反
形
で
、
上
層
の
軸
部
と
伴
に

作
り
出
さ
れ
た
一
体
形
で
あ
る
。
現
在
の
初
層
の
屋

根
材
に
「
慶
法
寺
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
本
塔
の
現

在
の
姿
は
七
重
塔
で
あ
る
が
、
初
層
の
屋
根
材
と
二

層
目
の
屋
根
材
の
大
き
さ
に
差
が
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
他
の
層
の
屋
根
材
よ
り
大
き
く
造
ら
れ
る

本
来
の
初
層
の
屋
根
材
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
、
二
層
目
と
コ
一
層
目
の
聞
に
低
減
率
の

異
状
が
認
め
ら
れ
、
こ
こ
に
も
屋
根
材
が
一
つ
入
る

こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
塔
の
当
初
の

姿
が
九
重
塔
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
は
出

来
る
。
相
輪
は
失
わ
れ
、
破
片
さ
え
認
め
ら
れ
な
い
。

本
塔
の
製
作
時
期
は
、
党
字
編
年
の

E
形
式
1
段

階
後
半
期
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
鎌
倉
時

代
後
期
の
一
二
七
0
年
代
に
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考

え
う
る
。
本
塔
は
三
国
町
域
に
お
い
て
、
最
も
古
い
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石
造
多
層
塔
で
、
ほ
ほ
当
初
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る

も
の
と
し
て
は
坂
井
市
域
で
最
古
の
石
造
多
層
塔
で

ホ
り
ヲ
匂
。

問
題
は
、
日
本
海
か
ら
の
強
い
海
風
の
た
め
か
風

化
が
著
し
く
、
塔
身
は
剥
落
が
進
行
し
て
細
か
な
亀

裂
と
剥
離
が
無
数
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
ま
ま
の
状

況
で
放
置
す
れ
ば
、
そ
う
遠
く
な
い
う
ち
に
党
字
の

大
半
が
判
読
不
能
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

の
保
存
の
芦
を
あ
げ
る
こ
と
は
研
究
者
と
し
て
の
責

務
で
あ
る
の
で
、
関
係
各
位
に
連
絡
を
取
っ
た
が
、

今
日
も
何
ら
対
策
が
と
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
風
化

の
進
行
は
止
ま
っ
て
は
い
な
い
。
石
造
多
層
塔
を
研

究
す
る
者
と
し
て
、
た
だ
傍
観
を
求
め
ら
れ
る
言
の

葉
の
冷
た
さ
に
、
自
ら
の
無
力
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ

て
い
る
。

妙
海
寺
塔
(
坂
井
市
三
国
町
山
王
)

妙
海
寺
塔
は
妙
海
寺
の
墓
地
に
所
在
し
、
現
在
は

総
墓
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
本
塔
は
五
重
塔
で

基
壇
か
ら
相
輪
ま
で
の
高
さ
五
.
二

O
米
を
測
り
、

現
存
す
る
も
の
の
中
で
越
前
地
方
最
大
の
石
造
多
層

塔
で
あ
る
。
石
材
は
緑
色
凝
灰
岩
で
、
い
わ
ゆ
る
拐

谷
石
で
あ
る
。

基
壇
は
二
段
か
ら
な
る
切
石
積
み
基
壇
で
、
下
段

の
幅
一
.
五
一
米
、
上
段
の
幅
一
.
三
六
米
、
高
さ
0
.

六
三
米
を
測
る
。
基
礎
は
反
花
座
で
、
反
花
は
素
弁

単
弁
で
あ
る
。
基
礎
の
幅
一
.
二
三
一
米
・
高
さ
0
.
二

八
五
米
を
測
る
。

塔
身
は
組
み
合
わ
せ
式
で
、
柱
・
頭
貫
・
地
長
押

が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
幅
は
地
長
押
で
0
.
七
回
米
、

高
さ
0
.

七
四
五
米
を
測
る
。
正
面
中
央
に
笠
塔
婆

が
線
彫
り
さ
れ
た
柱
が
あ
り
、
笠
塔
婆
内
に
「
南
無

妙
法
蓮
華
経
法
喜
鵡
定
門
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
塔

身
左
面
に
「
奉
造
立
賓
塔
意
趣
者
/
為
法
喜
鵡
定
門

菩
提
也
/
干
時
高
治
二
巳
亥
年
/
卯
月
五
日
/
施
主

/
平
野
屋
徳
左
衛
門
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。

塔
身
内
、
そ
の
奥
壁
に
は
笠
塔
婆
形
の
浮
彫
を
挟

ん
で
二
体
の
如
来
座
像
が
彫
ら
れ
た
石
材
が
納
め
ら

れ
て
い
る
。
笠
塔
婆
の
浮
彫
に
は
「
南
無
妙
法
蓮
華

経
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
如
来
座
像
は
、
左
右
と
も

同
形
同
大
で
冠
・
衣
紋
も
変
わ
ら
ず
、
共
に
合
掌
印

を
結
ぶ
形
式
的
な
像
容
で
あ
る
。
塔
身
左
面
の
銘
文

に
賓
塔
と
あ
る
こ
と
、
笠
塔
婆
に
南
無
妙
法
蓮
華
経

と
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
印
は
と
も
か
く
と
し

て
、
釈
迦
如
来
と
多
宝
如
来
を
表
し
て
い
る
と
み
ら

れ
る
。

本
塔
の
各
部
材
に
は
角
の
面
取
り
調
整
が
施
さ
れ

る
。
屋
根
材
は
無
垂
木
無
反
形
で
、
上
層
の
軸
部
と

伴
に
作
り
出
さ
れ
た
一
体
形
で
貫
通
形
内
割
り
が
施

さ
れ
、
そ
の
下
部
に
は
下
の
層
の
軸
部
を
受
け
る
軸

受
孔
が
あ
る
。

な
お
、
五
層
目
の
屋
根
材
の
上
部
の
露
盤
か
ら
二

層
自
の
軸
に
か
け
て
妙
法
蓮
華
経
と
大
き
く
彫
ら

れ
、
各
文
字
を
赤
彩
し
て
い
る
。

露
盤
以
外
の
相
輪
は
柄
を
除
い
て
一
.
三
二
米
あ

り
、
二
石
で
造
ら
れ
て
い
る
。
相
輪
は
九
輪
の
四
輪

目
で
分
割
さ
れ
、
そ
の
二
つ
の
部
材
は
鉄
芯
に
よ
っ

て
接
合
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
伏
鉢
は
素
弁
複

弁
の
反
花
、
請
花
は
素
弁
単
弁
の
請
花
、
九
輪
は
段

彫
形
で
あ
る
が
七
輪
し
か
な
い
。
水
煙
は
九
輪
と
合

体
表
現
さ
れ
た
角
柱
状
を
す
る
水
煙
で
あ
る
。
竜
車

-
宝
珠
は
無
紋
で
あ
る
。

本
塔
の
製
作
時
期
は
、
塔
身
に
あ
る
紀
年
銘
の
と

お
り
江
戸
時
代
の
万
治
二
年
(
一
六
五
九
)

と
み
て
様
式
的
に
も
誤
り
な
い
。

の
製
作

固

ま

と

め

ま
ず
、
こ
こ
に
報
告
し
た
坂
井
市
に
お
け
る
八
基

の
石
造
多
層
塔
を
製
作
時
期
別
に
分
け
る
と
、
丸
岡

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



町
上
金
屋
八
幡
神
社
塔
、
春
江
町
針
原
八
幡
神
社
塔

・
中
庄
神
明
神
社
塔
・
信
社
王
神
社
塔
、
三
国
町
慶

法
寺
塔
の
五
基
が
鎌
倉
時
代
の
一
三
世
紀
に
製
作
さ

れ
た
も
の
で
、
坂
井
町
清
永
白
山
神
社
塔
が
室
町
時

代
、
朝
倉
氏
治
下
の
一
六
世
紀
の
製
作
、
丸
岡
町
称

念
寺
塔
、
=
一
国
町
妙
海
寺
塔
の
二
基
が
江
戸
時
代
一

七
世
紀
の
製
作
で
あ
る
。
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越
前
地
方
に
お
い
て
製
作
時
期
の
判
明
し
て
い
る

石
造
多
層
塔
の
時
期
別
分
布
は
、
一
三
世
紀
=
二

基
、
一
回
世
紀
一

O
基
、
一
五
世
紀
三
基
、
二
ハ
世

紀
五
基
、
一
七
世
紀
一
三
基
で
あ
り
、
坂
井
市
に
お

い
て
調
査
を
実
施
し
た
八
基
の
石
造
多
層
塔
の
製
作

時
期
別
分
布
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。

上
金
屋
八
幡
神
社
塔
、
信
社
王
神
社
塔
は
党
字
に

よ
る
阿
弥
陀
三
尊
。
春
江
町
針
原
八
幡
神
社
塔
は
阿

弥
陀
如
来
を
表
し
た
仏
座
像
と
党
字
サ
・
サ
ク
・
パ

ン
と
い
う
変
則
的
な
四
方
仏
。
慶
法
寺
塔
は
、
阿
弥

陀
知
来
を
表
し
た
仏
座
像
と
究
字
タ
ラ
l
ク
・
パ
ク

・
パ
ン
と
い
う
変
則
的
な
四
方
仏
。
中
庄
神
明
神
社

塔
は
金
剛
界
四
仏
で
宝
生
如
来
を
仏
座
像
と
し
て
表

し
、
そ
の
他
を
党
字
で
表
し
て
い
る
。

坂
井
市
に
お
け
る
鎌
倉
時
代
の
石
造
多
層
塔
は
、

中
庄
神
明
神
社
塔
を
除
け
ば
浄
土
信
仰
を
読
み
取
る

古
川

越
前
坂
井
市
の
石
造
多
層
塔

こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
上
金
屋
八
幡
神
社
塔
に

紀
年
銘
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
願
文
が
認
め
ら
れ
な

い
た
め
、
造
塔
の
理
由
が
わ
か
る
も
の
は
な
い
。
越

前
全
体
で
も
鎌
倉
時
代
の
石
造
多
層
塔
に
願
文
が
記

さ
れ
て
い
る
の
は
二
基
に
過
ぎ
な
い
。
福
井
市
高
尾

神
社
塔
は
「
矯
慈
父
幽
霊
成
例
也
」
、
天
池
日
吉
神
社

塔
は
「
震
我
母
十
三
年
相
嘗
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も

子
が
亡
き
父
母
の
た
め
に
建
て
た
も
の
で
あ
る
。

室
町
時
代
の
清
永
白
山
神
社
塔
は
、
藤
秦
兵
衛
尉

に
よ
っ
て
白
山
神
に
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
石

造
多
層
塔
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
称
念
寺
塔
は
、
藤
原
朝
臣
戸
祭
兵
太

夫
宗
久
に
よ
っ
て
観
喜
院
殿
僧
阿
弥
陀
併
と
い
う
法

名
を
持
つ
人
物
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
逆

修
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
仏
教
に
お
け
る
作
善
と
し
て

建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

妙
海
寺
塔
は
塔
身
正
面
の
柱
内
の
笠
塔
婆
に
「
南

無
妙
法
蓮
華
経
法
喜
輯
定
門
」
と
彫
り
、
塔
身
左
面

に
「
奉
造
立
賓
塔
意
趣
者
/
為
法
喜
禅
定
門
菩
提
也

/
干
時
高
治
二
巳
亥
年
/
卯
月
五
日
/
施
主
/
平
野

屋
徳
左
衛
門
」
と
彫
ら
れ
て
お
り
、
平
野
屋
徳
左
衛

門
が
法
喜
騨
定
門
と
い
う
法
名
の
人
物
の
菩
提
を
弔

う
た
め
に
建
て
た
供
養
塔
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
こ
ち
ら
に
は
称
念
寺
塔
と
は
異
な
っ
て
願

主
の
作
並
口
を
窺
わ
せ
る
文
言
は
無
い
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
称
念
寺
の
時
宗
、
妙
海
寺
の
法
華
宗
と
い

う
違
い
が
銘
文
の
構
成
に
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

五
ョ
付
記

本
稿
で
報
告
し
た
坂
井
市
の
石
造
多
層
塔
は
、
石

造
多
層
塔
の
研
究
を
執
筆
す
る
た
め
村
上
雅
紀
氏
の

協
力
を
得
て
実
施
し
た
。
調
査
に
あ
た
っ
て
は
国
京

克
巳
氏
、
丸
岡
町
上
金
屋
区
・
称
念
寺
、
坂
井
町
清

永
区
・
清
永
白
山
神
社
、
春
江
町
針
原
区
・
下
小
森

区
・
中
庄
区
、
妙
海
寺
・
慶
法
寺
、
丸
岡
町
教
育
委

員
会
、
坂
井
町
教
育
委
員
会
、
春
江
町
教
育
委
員
会
、

三
国
町
教
育
委
員
会
の
理
解
と
ご
助
力
を
い
た
だ
い

た
。
ま
た
、
銘
文
の
判
読
に
当
た
っ
て
は
福
井
県
立

朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
の
佐
藤
圭
氏
に
ご
助
力
を
い
た

だ
い
た
。
文
末
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
記
し
て
深
い

感
謝
の
意
を
表
す
こ
と
と
し
た
い
。

キエ一
古
川
登
・
村
上
雅
紀
二

O

O
四
「
越
前
地
方
に
お
け
る

石
造
多
層
塔
の
研
究
」
『
清
水
町
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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報
告
書
四
・
片
山
鳥
越
墳
墓
群
・
方
山
真
光
寺
跡
塔

杜
』
清
水
町
教
育
委
員
会

古
川
登
二
O
O
八
「
中
世
石
造
塔
、
そ
の
広
域
編
年
の

可
能
性
に
つ
い
て
」
「
島
根
考
古
学
会
誌
』
三
五
号
島

根
考
古
学
会

森
郁
夫
一
九
八
六
「
瓦
」
『
考
古
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』

四
三
ニ
ュ

l
サ
イ
エ
ン
ス
社
、
上
原
真
人
一
九
九
六

「
蓮
華
紋
」
『
日
本
の
美
術
』
尚
三
五
九
至
文
堂

上
回
三
平
一
九
二
一
三
「
主
要
金
石
年
表
」
『
越
前
及
若
狭

地
方
の
史
蹟
』
一
一
一
秀
舎

三
井
紀
生
二
O
O
二
「
八
幡
神
社
多
層
塔
の
塔
身
」
「
越

前
第
谷
』
福
井
新
聞
社
六
九
|
七
O
項

古
川
登
二
O
O
五
「
引
接
寺
石
造
多
層
塔
に
つ
い
て
」
『
武

生
立
葵
会
報
』
第
三
=
一
号
武
生
立
葵
会

三
井
紀
生
二
O
O
二
「
白
山
神
社
の
石
禽
と
九
重
塔
」
『
越

前
第
谷
』
福
井
新
聞
社
八
=
一
ー
ー
八
四
項

加
藤
茂
森
編
『
永
平
寺
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
2
集

・
志
比
線
刻
磨
崖
仏
調
査
報
告
書
』
永
平
寺
町
教
育
委

員
会
古
川
登
・
村
上
雅
紀
二
O
O
五
「
福
井
県
丹
生
郡
越
前

町
仏
性
寺
の
石
造
多
宝
塔
に
つ
い
て
」
「
日
引
』
第
6
号

石
造
物
研
究
会

四五...L.. 
J、七)¥ 九参

考
文
献

古
川
登
二
O
O
八
「
越
前
地
方
に
お
け
る
中
世
石
造
塔
と
浄

土
教
」
菅
谷
文
則
編
「
王
権
と
武
器
と
信
仰
』
同
成
社

増
永
常
雄
一
九
七
二
『
松
岡
町
の
石
造
美
術
』
松
岡
町
教

育
委
員
会

京
回
良
志
二
0
0
0
「
蓬
弁
周
縁
月
輪
の
起
原
に
つ
い
て
」
『
富

山
市
日
本
海
文
化
研
究
所
所
報
』
第
二
四
号
富
山
市
日
本
海

文
化
研
究
所

古
川
登
二
O
O
六
「
石
造
物
研
究
の
現
在
・
越
前
地
方
に

お
け
る
中
世
石
造
塔
研
究
の
現
状
を
中
心
に
」
『
日
引
』
第
8

号
石
造
物
研
究
会

望
月
友
善
編
二
O
O
四
「
増
補
版
種
子
抄
」
『
歴
史
考
古
学
研

究
』
第
五
三
号
歴
史
考
古
学
研
究
会

川
勝
政
太
郎
一
九
八
O
『
党
字
講
話
』
河
原
書
庖

児
玉
義
隆
一
九
九
一
「
党
字
必
携
』
朱
鷺
書
房

三
井
紀
生
一
九
九
九
「
越
前
石
製
石
造
多
層
塔
塔
身
の
変
遷

に
つ
い
て
」
『
北
陸
石
仏
の
会
研
究
紀
要
』
第
三
号
北
陸
石

仏
の
会

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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古
川
越
前
坂
井
市
の
石
造
多
層
塔

清永白山神社塔

。

称念寺塔

1 m 

坂井市の石造多層塔実il!U図1

上金屋八幡神社塔

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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信社王神社浴針原八幡神社塔慶法寺塔

中庄神明神社塔

1 m 。

坂井市の石造多層塔実測図2

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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古
111 ~ rO 
越

監
井
市
の

1 m 

妙海寺塔

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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五
十
二
巻
二
号

上金屋八幡神社塔

清永白山神社塔

信社王神社塔

針原八幡神社塔

中庄神明神社塔

坂井市の石造多層塔・塔身装飾(縮尺不同)

慶法寺塔

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



古
川
越
前
坂
井
市
の
石
造
多
層
塔

29 

清永白山神社塔

称念寺塔

坂井市の石造多層埼紀年銘・銘文拓影(縮尺不同)

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）




